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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年12月31日）におけるわが国経済は、政府の経済成長戦

略や日銀の金融政策を背景に企業収益や雇用環境の改善傾向が続き、設備投資の増加など景気は緩やかな回復基調

となりました。 

 一方で原材料の高騰や急激な円安の進行に伴う企業業績への影響、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動

の長期化、夏の天候不順、消費者の節約志向が根強いことなど、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移い

たしました。 

 当社グループの主要販売先である専門量販店等におきましては、業種業態を超えた価格競争がますます激化して

まいりました。 

 このような状況の下、当社グループにおきましては、消費者が求めている商品の発掘と取引先への企画提案、オ

リジナル商品の開発等を強化し、さらに当社と連結子会社の大和無線電器株式会社、梶原産業株式会社の３社共催

による合同商談会も引き続き実施するなど、積極的な営業施策を推進してまいりました。 

 平成26年７月には、デザイン家電製品の企画製造販売事業を営む株式会社アピックスインターナショナルを当社

グループに経営統合し、商品開発力の強化を図ってまいりました。 

 一方で当社グループ各社が取扱いする商品は海外で生産するものが多く、急激な円安の進行に伴う売上原価高騰

の中、当社グループ各社と販売先との価格交渉等におきましては、ますます厳しさを増してまいりました。 

 この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は329億６千９百万円で前年同期比0.5％の減収と

なり、利益面におきましても、販売費の増加等により、経常利益は７億７千１百万円で前年同期比36.8％の減益と

なりました。四半期純利益におきましても、固定資産除却損６千１百万円を特別損失に計上したこともあり、４億

３千１百万円で前年同期比37.2％の減益となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

（資産） 

 当第３四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末比42億５千３百万円増加し、343億円と

なりました。 

 これは主に、現金及び預金が３億７千２百万円、受取手形及び売掛金、電子記録債権の売上債権が23億２千万

円、たな卸資産が４億６千１百万円増加したことなどにより、流動資産で32億４百万円増加、また、有形固定資産

で１億４千７百万円減少、無形固定資産で２億１千５百万円増加、投資有価証券の時価評価に伴う同評価額の増加

等による増加８億３千４百万円等により投資その他の資産で９億８千万円増加したことによるものであります。 

（負債） 

 負債につきましては、前連結会計年度末比35億５千５百万円増加し、111億９百万円となりました。 

 これは主に、支払手形及び買掛金が20億６千８百万円、短期借入金が７億円、一年内返済予定の長期借入金が１

億８千３百万円増加したことなどにより、流動負債で29億１千５百万円増加し、長期借入金が３億１千６百万円、

繰延税金負債が３億２千２百万円増加したことなどにより、固定負債で６億４千万円増加したことによるものであ

ります。 

（純資産） 

 純資産につきましては前連結会計年度末比６億９千７百万円増加し、231億９千万円となりました。 

これは主に、利益剰余金が１億４千３百万円増加し、また投資有価証券の時価評価に伴い、その他有価証券評価差

額金が５億５千６百万円増加したこと等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、平成26年11月７日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりませ

ん。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、平成26年７月１日付で株式会社アピックスインターナショ

ナルの全株式を取得し完全子会社といたしました。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,530 3,903 

受取手形及び売掛金 7,997 10,190 

電子記録債権 695 823 

たな卸資産 3,044 3,506 

その他 942 993 

貸倒引当金 △0 △1 

流動資産合計 16,210 19,415 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 401 381 

土地 1,871 1,734 

その他（純額） 67 77 

有形固定資産合計 2,340 2,192 

無形固定資産    

のれん 215 457 

その他 181 154 

無形固定資産合計 396 612 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,184 4,019 

賃貸固定資産（純額） 3,750 3,964 

長期預金 3,608 3,559 

その他 556 544 

貸倒引当金 △1 △7 

投資その他の資産合計 11,099 12,080 

固定資産合計 13,836 14,885 

資産合計 30,046 34,300 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,559 6,628 

短期借入金 1,150 1,850 

1年内返済予定の長期借入金 16 199 

未払法人税等 240 75 

引当金 169 64 

その他 464 696 

流動負債合計 6,599 9,514 

固定負債    

長期借入金 － 316 

退職給付に係る負債 278 288 

その他 675 989 

固定負債合計 954 1,594 

負債合計 7,553 11,109 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,644 2,644 

資本剰余金 2,560 2,560 

利益剰余金 17,116 17,260 

自己株式 △435 △437 

株主資本合計 21,886 22,028 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 606 1,162 

その他の包括利益累計額合計 606 1,162 

純資産合計 22,492 23,190 

負債純資産合計 30,046 34,300 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 33,149 32,969 

売上原価 28,240 27,986 

売上総利益 4,908 4,983 

販売費及び一般管理費 4,391 4,842 

営業利益 517 140 

営業外収益    

受取利息 20 17 

受取配当金 50 56 

仕入割引 538 502 

投資不動産賃貸料 222 227 

負ののれん償却額 33 － 

その他 139 142 

営業外収益合計 1,004 946 

営業外費用    

支払利息 6 6 

売上割引 208 239 

不動産賃貸原価 72 67 

その他 12 1 

営業外費用合計 301 314 

経常利益 1,220 771 

特別損失    

固定資産除却損 7 61 

減損損失 100 － 

特別損失合計 107 61 

税金等調整前四半期純利益 1,113 710 

法人税等 426 278 

少数株主損益調整前四半期純利益 686 431 

四半期純利益 686 431 

 

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 686 431 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 259 556 

その他の包括利益合計 259 556 

四半期包括利益 946 987 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 946 987 

 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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